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協和中央病院の基本方針

社会医療法人　恒貴会の基本理念

相手の立場に立つ

協和中央病院の理念

患者様の立場に立った
医療の提供に努めます。

1．�患者様の人権と意思を尊重し、説明と同意に基
づいた医療を提供します。

　・�患者様には十分な説明を行い、安心して医療
を受けられるよう努めます。

2．�安全で良質な医療を提供するため、日々研鑽し
ます。

　・�各職員が自己研鑽を積んで、より良き医療人
になるべく努力します。

3．�地域の急性期医療に貢献する病院をめざします。
　・積極的に救急の患者様を受け入れます。

4．�地域の要望に応えられる医療を提供します。
　・�介護・福祉施設と協力し、最適な医療を提供
いたします。

　・�退院後に在宅医療を必要とされる方には、引
き続き支援を行います。

5．健全経営を目指します。
　・�各職員がコスト意識を持ち、無駄のない医療
の提供に努めます。

患者様の権利

私たちは安心して医療を受けていただくために、
説明と同意に基づく良質な医療の提供に努めます。�
病院任せではなく、患者様ご自身にも医療に参
加していただきます。

患者様に対して次のことを心がけて接します。
患者様は、
1．人間としての尊厳を守られる。
2．良質な医療を受けられる。
3．病院や診療内容を自由に選ぶことができる。
4．�自分の意志で治療方針を決めることができる。
そのために判断するのに必要な医学的知識を提
供される。

5．自分の診療内容を知ることができる。
6．必要なら他の医師の意見も聞ける。
7．自分の個人情報が守られる。

臨床倫理の方針

1．患者様の人権と意思を尊重します。
2．患者様に最善の利益をもたらすよう努めます。�
3．�患者様が意思決定をするために、正確な情報を
解りやすく提供いたします。�

4．�患者様の守秘義務を守り、相互の信頼関係を作
るべく努力します。�

� 令和元年10月1日改定

社会医療法人恒貴会�理事長　中原�昇

新しい仲間を迎えて

風薫る5月、とても爽やかで良い季節になりました。この『はぐるま』
が発行される頃、入職された職員の皆様も約1か月が経過し、医療施設で
働くことを雰囲気だけでも感じられていることと思います。

さる4月2日、昇格者、10年勤続の表彰についで入社式が行われました。
いつもの年であれば周りを各施設の役職者が取り囲むなか盛大に行われる
のですが、新型コロナウイルス感染症の影響で必要最小限の人数で執り行
われました。例年にない暖かさと満開の桜の花が代わりに祝福していました。

新型コロナウイルスであろうが、東日本大震災であろうが、降りかかる
災いに人間は必ずそれを乗り越えていきます。それが人間の英知というも
のです。英知に満ちた若者に就職していただき、また病院としても迎え入
れられることができるのは幸せなことであります。この英知をいかんなく
発揮していただき、早く病院の職員として地域の皆様に貢献できるように
なることを願っております。

毎年のことになりますが新入職員には同じことを3つお願いしています。
すでに働かれている職員ももう一度思い出されてください。

1つ目は恒貴会創設時からの理念であります『相手の立場に立つ』とい
うことです。患者さんやほかの人に接するとき、相手が何をしてほしいの
かを常に考えて行動し、心の大きな優しい人間に成長してほしいと思います。

2つ目は『あいさつをしてほしい』、あいさつはコミュニケーションの第
一歩であります。人間は一人ではありません。

3つ目はご自分の『健康管理』がしっかりとできるようになってほしい。
患者さんや施設の利用者に接する職業でありますので、心身ともに健康で
なければなりません。

早く職場に溶け込み患者さんや施設の利用者に頼られる職員になってほ
しいと思います。

協和中央病院�院長　黒川�德一

コロナ感染症対策をしながらの自粛生活が長くなり、季節感を感じにく
い毎日です。それでも今年３月には公園に咲く木蓮の白い花や沈丁花の香
りを感じ、ウグイスの初鳴きに春を感じられました。予期せぬ出来事が起
こる日常で、仕事をしていてもまるで災害医療のようだとお話しされる先
生もおられます。

人的物的資源が厳しいなかで、医療・福祉に限らず、地域の生活を支え
継続できるように努力されている皆様に心より感謝申し上げたいと思いま
す。待望されていたワクチン接種が始まりましたが、供給が遅延しており、
集団免疫を獲得するには半年～１年くらい必要そうな印象もあります。自
由気ままな生活のありがたさを思いつつ、早期に回復できるように、感染
対策を継続する強い意志を持って乗り切りたいと願います。パンデミック
な感染症は歴史的に見ても人類最大の敵であり、心の痛む戦争や自然災害
等による損失をも上回るような危機的状況をもたらしています。相手の立
場を尊重し、自助・互助の精神で励まし合って皆で難局を乗り越えましょう。

自由のありがたさと
　　自助互助の大切さ
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診療部（内科）

加
かとう

藤�佑
ゆうすけ

介

協和南病院
院長

小笠原�正彦

先人たちの叡智に学び、地域医療再生を目指して

「自宅で過ごしたい」　思いに寄りそう訪問診療

きらりと輝く介護老人保健施設

近年、AI等の開発が急激に進み、いわゆるZ世代（1990年半ばから2000年初めの生まれ）
と言われる旧世代とは全く異なる価値観を持ち、文化的.社会的な多様性に富んだ若い世代
が活躍する時代において、私共の施設は、 超高齢化社会となる2040年に向け、多様性と調
和を要す地域医療を目指しており、今年度から電子カルテを導入しております。

世界的に、新型コロナウイルス変異株感染拡大で医療機関が逼迫する動乱の状況下にあ
りますが、思うに、常陸の戦国大名「小

お だ

田氏
うじはる

治」（小栗内外大神宮を祖とする宇都宮一門・
八田知家が初代）は、北条・上杉・佐竹に連戦連敗でも不死鳥のごとくよみがえり、最終
的には幕府に認められました。地域の先人訓をも視野に入れ、常に諦めない姿勢で、変動
する現今の困難な時代を克服し、多様性と調和・平和を目指し、2040年に向けて皆様と共
に頑張りたいと思います。

当院では訪問診療に力を入れています。「難病があっても自宅で過ごしたい」「通院させ
たいが、認知症があって思うように通院介助ができない」「夜中や休みの日に調子が悪くな
り、救急車で病院に行くことが負担」など、導入の理由はさまざまです。最近は入院中の
面会制限により「最後は家族と自宅で過ごしたい」というニーズから導入が増えています。
自宅には病院のような設備はありませんが、少しでも心地よく過ごせるようクリニック一
同支援していきます。

介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、生活機能の維持・向
上を目指し総合的に援助します。また、家族や地域の人々・機関と協力し、安心して自立
した在宅生活が続けられるよう支援します。

当施設においては、入所・短期入所・通所リハビリテーション・訪問リハビリテーション・
居宅介護支援事業所のサービスを実施しており各サービスにおいて、スタッフを配置し、
利用者の要望に応えられるように支援していきます。

医療・介護・栄養・リハビリ・ケアプランの作成等、地域で輝ける介護老人保健施設と
して運営していきます。

協和ヘルシーセンター
施設長

長山�辰治

協 和 ヘ ル シ ー セ ン タ ー

協 和 南 病 院

大和クリニック
院長

木村�洋輔

大 和 ク リ ニ ッ ク

4月より内科医として半年間勤務させていただきます。
神奈川県出身で、高校卒業後はハンガリー国立センメルワイス大学に入学し、EUの医

師免許を取得した後に日本の医師免許を取得し、筑波記念病院で初期研修を行いました。
現在は総合内科専門医の専攻医として各病院で研修させていただき、地域医療に貢献で

きるように、幅広い疾患に対応可能な医師を目指しております。
経験・知識ともにまだまだ未熟であり、先生方、スタッフの皆様には迷惑をかけること

があると思いますが、何とぞよろしくお願いいたします。
※2021年7月～ 9月には渋谷泰弘医師がまいります。

協 和 中 央 病 院  医 師 紹 介

2021年度内科専攻医研修（キャリアアップレジデント）

3はぐるま104号



江田 さつき 協和中央病院 事務職
平石 聡美 協和中央病院 看護師
田上 翠 協和南病院 介護福祉士
中莖 博美 協和中央病院 事務職
鈴木 一恵 協和ヘルシーセンター 作業療法士
針貝 匠子 協和中央病院 事務職
苅部 将志 協和ヘルシーセンター 主任作業療法士
池田 みゆき 協和中央病院 介護福祉士
粟野 明日香 協和南病院 看護師
岡本 裕次 協和中央病院 介護支援専門員

阿治部 弘成 協和中央病院 医師 内科部長
今村 沙織 協和中央病院 看護師
鈴木 裕美 協和中央病院 看護師
小林 真樹 協和中央病院 看護師
大塚 美佐子 愛美園 看護師
庄司 厚子 協和中央病院 准看護師
天ケ谷 直之 協和ヘルシーセンター 介護福祉士
叶 まゆみ 協和中央病院 介護福祉士
軽部 真人 協和中央病院 主任理学療法士
畠山 涼 協和南病院 主任作業療法士

　令和3年4月、今年は17名の新入職員が入職しました。コロナ
禍の状況下、入社式は規模を縮小し担当部署のみで執り行いまし
た。新入職員は希望と不安を胸に抱き、社会医療法人恒貴会の
一員として意気揚々と第一歩を踏み出しました。
　ソーシャルディスタンスを考慮した5日間の研修を経て、各部
署に配属され、先輩たちの指導のもと日々業務に励んでおります。
これからたくさんの知識と経験を積み、患者さんのために頑張
るニューフェイスの方々の自己紹介と研修の様子を紹介します。

❶出身地
❷目標
❸長所
❹尊敬する人
❺休日の過ごし方は？

  令和3年度 社会医療法人恒貴会 10年勤続表彰者

令和3年度
新入職員紹介

看護部�看護師

益
ま し こ

子�知
ち ひ ろ

大

看護部�看護師

陶
す や ま

山� 幸
みゆき

看護部�看護師

大
おおつか

塚�直
な お と

人

看護部�看護師

青
あ お き

木�遙
は る な

菜

看護部�看護師

眞
ま え だ

榮田�恵
め ぐ み

美

看護部�看護師

田
た な か

中� 恵
めぐみ

看護部�看護師

大
おおたか

髙�龍
りゅうじ

士

看護部�看護師

髙
た か せ

瀨�幸
こ う き

紀

看護部�看護師

片
かたおか

岡�千
ち か こ

賀子

❶常陸大宮市
❷業務内容を的確に覚え、患者様や
ご家族に寄り添った看護を行う
❸分け隔てなく人と接する
　ことができる
❹両親
❺ショッピング、料理

❶筑西市
❷専門職としての自覚を持ち、自己研
鑽を積み、チームの一員として一日
でも早く看護実践できるようになる
　　　　❸明るいところ
　　　　❹マザーテレサ
　　　　❺旅行❶笠間市

❷安全、安楽を第一に患者さん
に寄り添った看護が提供で
きるようにしていきたいです
❸猪突猛進
❹学校の先生
❺料理、洗濯、掃除

❶常陸大宮市
❷相手の立場になり考え
行動し、看護を提供する
❸笑顔
❹両親
❺買い物、音楽を聴く

❶横浜市
❷安全な医療の提供
❸明るい
❹祖父
❺家でまったりする

❶日立市
❷患者様の立場に立ち、寄り
添った看護ケアを提供できる
❸健康
❹両親
❺友人とランチ

❶城里町
❷安全、安楽な看護の提供
❸明るい、真面目
❹母
❺ランニング、筋力トレーニング

❶那須烏山市
❷信頼される人になること
❸集中力がある
❹母
❺ゲームかバッティングセンター

❶筑西市
❷思いに寄り添い、安心
感を与えられる人
❸明るい
❹母
❺家族と過ごす

10年勤続表彰

昇格者辞令交付
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  令和2年度 茨城県病院協会

入社式

辞令交付

鈴木 明美 協和中央病院 看護師 看護師長

早坂 仁志 協和中央病院 理学療法士 副科長

金子 博美 協和中央病院 介護支援専門員

大関 美智子 協和南病院 薬剤師 科長

安達 篤史 協和南病院 准看護師

優良職員表彰者

事務部�事務職

中
なかじま

嶋�梨
り り

里

事務部�事務職

生
な ま い

井�那
な つ こ

津子

事務部�事務職

池
い け だ

田�直
な お き

生

事務部�事務職

谷
や じ ま

島�若
わ か な

奈

看護部
看護学生（准看護師）

江
え だ

田�梨
り ほ

帆

医療技術部�栄養士

関
せき

�� 茜
あかね

❶筑西市
❷相手の立場を考え思い
やりのある行動をする
❸笑顔
❹母
❺お菓子作り

❶筑西市
❷1日でも早く仕事を覚え、患者
様や職場の人を元気にする！
頼られる人になる
❸元気
❹両親
❺運動をする

❶結城市
❷相手を思いやった行動
を心掛ける
❸健康で忍耐強い
❹両親
❺ゲーム・スポーツ観戦

❶筑西市
❷患者様や職員の方
を支える
❸明るいところ
❹祖母
❺映画を観る

❶筑西市
❷患者様の声に耳を傾け、患者様
に寄り添える看護をしたいです
❸笑顔
❹母
❺読書

❶筑西市
❷患者様一人ひとりに寄り添った
安心・安全の食事提供をする
❸何事にも一生懸命取り組む
❹両親
❺家族とゆっくり過ごす

看護部オリエンテーション

入職時オリエンテーション

褥瘡予防対策 清潔ケア

尿管カテーテル管理

　新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、酒寄健治様（筑
西市）より寄附金、株式会社富士通テレコムネットワークス
光和様よりパソコンをいただきました。
　当院へご配慮いただいておりますことに、この場をお借
りし心より感謝申し上げます。ご寄附いただいた医療物資、
寄附金等につきましては、有効に活用させていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 院長　黒川 德一

　株式会社富士通テレコムネットワークス光和様から、「治
療現場の皆様にも大切なご家族がいらっしゃる中での心労
やご負担、我々の想像をはるかに超える過酷な現場だと思
います。従業員一同、新型コロナウイルスの早期終息と治
療現場の最前線で働く皆様の平常な生活が1日も早く戻るこ
とを祈っています」というお手紙もいただきました。

ご寄附をいただいた皆様へのお礼とご紹介
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恒徳会だより恒徳会だより

令和3年度 10年勤続表彰者の声

生活支援員

武内 芳夫
生活支援員

宮田 麻希

ケアワーカー
リーダー

岩渕 一弘

ケアワーカー
リーダー

前沢 尚志

生活支援員

高田 洋也

　すみれ園に入社し今年の4月1
日をもちまして、勤続年数が10
年に達しました。これもひとえに
職場の皆様のお力添えがあった
おかげと存じます。介護の仕事を
することは、決して簡単なことで
はないですが、経験を活かしつ
つ、これからも初心を忘れずに精
いっぱい勤めますので、よろしく
お願いします。

　堅苦しい言葉は苦手なので、自分
の名前であいうえお作文風にコメン
トさせていただきます。
「み」…皆様のご指導のおかげで
「や」…やってこれました10年。
「た」…たくさんのことを
「ま」…学ばせていただきました。
「き」…気持ちは初心を忘れずにこれ
からも頑張っていきたいと思います。
　これからも利用者様に元気や生
きがいをたくさん与えられるような、
明るく元気な支援員を目指して日々
精進していきたいと思います。

　恒幸園に入職し、気が付けば
10年。長いようであっという間
の10年間だったように感じます。
それも諸先輩方や同僚の方々の支えがあってこそと感
謝しております。これからも『緊褌一番』を胸に利用者
の方々や職員の方たちと楽しく明るい環境を作ってい
ければと思います。

　諸先輩方に支えられ気が付け
ば10年の歳月が過ぎ、勤続での
表彰をされる立場となっていまし
た。今後も日々精進をし、勤務していきたいと思います。
また、先輩方がしてくれたように後輩にも接していき、
良き職場環境、より良いケアの提供を目指していきた
いと思います。

　早いもので入社して10年が経
ちました。無我夢中でしたが実り
多い10年でした。多くの方に指
導していただき、また、利用者
様からも多くを学ばせていただき、
有意義な10年を過ごすことがで
きました。コロナ感染症により、
難しい局面ではありますが、今後
も利用者様やすみれ園の発展の
ために尽力できればと思います。

すみれ園すみれ園

恒幸園 恒幸園

すみれ園

生活支援員

奥
おくやま

山 樹
じ ゅ え り

江梨

◦出身地　筑西市
◦目　標　相手の立場に立ち行動する
◦長　所　健康なところ
◦尊敬する人　両親
◦初任給は何に使いますか？　家族と食事

令和3年度
桃香園 新入職員

紹　介

　令和3年4月、桃香園に1名の新入職員が
入職しました。利用者様の立場に立ったケ
アを目指すニューフェイスの方の自己紹介
と研修の様子を紹介します。

新入職員研修
支援記録の入力

機能訓練

食事介助

介護リフトの使い方

スリングシートの当て方

車いすへの移乗
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　新型コロナウイルス感染症と向き合い、サービス
提供をどう継続し事業を立て直していくかを考えて
おります。コロナウイルスはなくならず、施設内に

持ち込まないことが
最善ですが、恐れる
あまり委縮しないよ
う、万が一に備え準
備を整えておきたい
と思います。

　令和３年度は、新型コロナワクチン接種および接
種後の対応について検討を進めていきたい。同時に、
利用者様の外出・外泊の検討も進めていきたい。ま

た、施設の老朽化に
伴う対応も行ってい
き、利用者様が快適
に生活できるように
していきたい。

　新型コロナウイルス感染症の収束にはかなりの時
間を要する状況下にある中、新年度を迎え取り組む
べき課題は、「新型コロナウイルス感染症等の感染

症や自然災害への備
え、虐待防止や身体
拘束の適正化の推進、
適切なケアの提供と
職場環境の改善」が
上げられます。

　コロナウイルス感染症対策として、施設が示すガ
イドラインに基づく行動を継続し、ウイルスを持ち
込まない努力を続けていきます。その中で、実施可

能な日中活動を行っ
ていくことで、利用
者様が居室にこもる
事態を解消し、身体
機能の維持に努めて
まいります。

恒徳会だより恒徳会だより

令和3年度 事業計画（抜粋）

基本理念『相手の立場に立つ』
法人本部　業務執行理事
　　　恒幸園統括施設長��海老原�隆行

　新型コロナウイルスが流行し、緊急事態下であってもサービスを休止することはできない。プライベートを制限し、
絶えず不安がつきまとう職員のメンタルヘルスに配慮し、目の前の利用者様の元気な笑顔と、地域の中での法人の
立ち位置を向上させながら、新たな存在意義を発信していく年度としたい。

※コロナ禍における特例通知・基準緩和の活用法
※適正な充実残額算定と充実計画運用
※介護の現場力とICT（情報通信技術）化融合

重 点 目 標

恒幸園

菫授園

桃香園

すみれ園

重 点 目 標

重 点 目 標

重 点 目 標

重 点 目 標

施設長

阿部田 文也

施設長

佐藤 吉信

施設長

杉田 直樹

施設長

瀬端 毅

※感染予防に対するモチベーションの維持
※介護報酬改定に伴う
　　　　　　科学的介護（LIFE）への対応
※稼働率アップへの取り組み

※感染症対策（新型コロナ感染症予防）
　　　　　　およびワクチン接種後の対応
※老朽化による生活環境改善
※就労事業収入の回復

※感染症対策の徹底と研修会・
　　　　　　　シミュレーションの実施
※利用者様の言葉を聴き取る耳と心と目の高さ
※虐待・差別・身体拘束・権利侵害のない支援

※コロナに対応した日中活動の構築
※虐待防止・身体拘束への対応強化
※コロナ禍におけるメンタルヘルスケア
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診　療　科 月 火 水 木 金 土

脳 外 科 午　前
1 中　原 中　原 中　原 中　原 長 第１、３ 中原
2 五　味 長 黒　川 黒 川/第３ 自治医大 大　城 黒　川
3 第2、4、5 長

外 科 午　前
1 髙　坂 佐　藤 佐　藤 佐　藤 佐　藤 佐　藤
2 松　井 松　井 髙　坂 松　井 髙　坂 髙　坂
3 松　井

内 科

午　前

1 玉　野 玉　野 玉　野 川　越 川　越 長　山

2 川　越 大　内 木　村 増　山 礒　田 種ヶ島
（循環器）

3 福　島 礒　田 阿部田 福　島 岡 (予約)新　保
（内分泌内科／糖尿病） （循環器内科）

5 正　和 北　川 礒　田 阿治部 大　内
（循環器） （循環器） （消化器）

7 櫻　井 加　藤（佑） 高　橋 礒　田 海老澤
（呼吸器） （呼吸器） （漢方外来）

8 岡　田
（内分泌内科／糖尿病）

午　後
（予約のみ）

1 阿治部 北　川 小笠原
（消化器） （循環器） （神経内科）

2 清　水
（循環器内科）

3 岡　田
（内分泌内科／糖尿病）

●内科外来の午後は予約のみとさせていただきますのでご了承ください。

専 門 外 来 午　後 村　田 加　藤（士）

（睡眠呼吸障害／予約のみ） （漢方専門外来）

小 児 科
午　前 1 （予約）中　原 長　尾 長　尾 （予約）中　原 （予約）中　原 自治医大交代制

2 （予約）中　原 第1（予約）中原
午　後 1 （予約）中　原 長　尾 （予約）中　原

2 獨協医大交代制

整 形 外 科 午　前 藤　田 西　頭 藤　田 萩　原 第1、3、4、5 木 村
●月・木の整形外科は予約と紹介患者様のみ、水の受付は10：30まで、金・土は大学診療のため時間前に受付終了となります。土（第2）は休診となります。予約外の患者様はお待ちいただきますのでご了承ください。

痛 み の 外 来 午　前 （予約）佐　藤
皮 膚 科 午前・午後 大久保 池　上
泌 尿 器 科 午　前 別　納 武　井 神　原
眼 科 午前・午後 高　山 高　山 午前のみ 松　原 高山 午後は予約のみ

歯 科
歯 科 口 腔 外 科

午前
（土は午前のみ）

1 串　田 串　田 串　田 串　田 土　肥 串　田
2 大谷津 大谷津 大谷津 大谷津 大谷津 齋　藤
3 岡　田 齋　藤 齋　藤 齋　藤 齋　藤　 岡田・土肥交代制

5 杉　浦 仙　名

午後

1 串　田 串　田 串　田 串　田 土　肥
2 大谷津 大谷津 齋　藤 大谷津 大谷津
3 岡　田 齋　藤 杉　浦 齋　藤 齋　藤
5 第４ 尾田

専 門 外 来 午前 1 第３ 野口 第１、３ 森
午後 1 第２ 神部

※受付時間《午前の部》
月・火・木・金　（7：30～11：30）診療開始 9：00
水・土　　　　　（7：30～11：00）診療開始 9：00
歯科・歯科口腔外科（8：30～11：00）診療開始 9：00

※水・土の午後　及び　日・祭日は、休診です。
※診察の際は、保険証をご提出ください。

《午後の部》皮膚科・眼科　　  （13：00～15：30）診療開始 14：00
＊眼科（木）　　  （13：00～15：00）診療開始 13：30

　　   内科　　　　　　 （13：00～16：30）診療開始 14：00
　　   小児科　　　　　  （14：30～16：30）診療開始 15：00 

＊小児科（木）・中原医師予約（13：00～16：30）診療開始 14：00
歯科・歯科口腔外科 （13：30～16：00）診療開始 14：00 水の午後も診療します。

（　　）専門科目外来診療担当医表 令和3年5月

新緑の候、心地よい季節となってま

いりました。

コロナ禍によりさまざまな苦労を伴いますが、

私たち社会医療法人恒貴会、社会福祉法人恒徳会

は全員一丸となり「ONE TEAM（ワンチーム）」とし

て地域医療・福祉のためにまい進していきます。

春の芽吹きとともに一日も早く穏やかな日が訪

れることをお祈りします。また、今号の作成にご

協力いただいた皆さんに心から感謝します。

（渡辺）

編集
後記

※受付時間外及び休診日に救急診療を希望される方は、あらかじめ電話でお問い合わせください。

安心が地域に根ざす 社会医療法人恒貴会・社会福祉法人恒徳会
協 和 中 央 病 院
・脳神経外科  ・外科  ・消化器科  ・内科  ・漢方内科
・呼吸器科  ・ペインクリニック内科  ・整形外科
・小児科  ・放射線科  ・皮膚科  ・泌尿器科  
・リハビリテーション科  ・麻酔科  ・眼科 
・心臓血管外科 ・歯科  ・歯科口腔外科  

茨城県筑西市門井1676番地1
電話0296－57－6131（代）
E-mail：kyowa@kokikai.com
療養病床
協 和 南 病 院
茨城県筑西市門井1674番地1
電話0296－57－5133（代）
E-mail：minami@kokikai.com

介護老人保健施設
協和ヘルシーセンター
茨城県筑西市門井1669番地2
電話0296－57－6030（代）
E-mail：healthy@kokikai.com

大和クリニック
茨城県桜川市大国玉2513番地12
電話0296－58－7788（代）
E-mail：yamato@kokikai.com

訪問看護ステーション
愛　美　園
茨城県桜川市大国玉2513番地12
電話0296－20－6780（代）
E-mail：aibien@kokikai.com

安心が地域に根ざす

※ 写真等の個人情報は、ご本人の同意を得て、掲載させていただいております。

〒309-1195 茨城県筑西市門井1676番地1  TEL.0296-57-6131

●発行責任者／中原昇 
●編 集 委 員／相澤明美 飯泉茂徳 杉田恵美子
　　　　　　　野村正浩 高松紀平／飯田信宏 渡辺昌彦

障害者支援施設
す み れ 園
茨城県筑西市門井1677番地21
電話0296－57－5125（代）
E-mail：sumireen@kohtokukai.jp

障害者支援施設
菫　授　園
茨城県筑西市門井1687番地1
電話0296－57－3400（代）
E-mail：kinjyuen@kohtokukai.jp

障害者支援施設
桃　香　園
茨城県桜川市大国玉2513番地10
電話0296－58－7870（代）
E-mail：tohkaen@kohtokukai.jp

新型特別養護老人ホーム
恒　幸　園
茨城県筑西市向川澄98番地1
電話0296－57－7268（代）
E-mail：koukouen@kohtokukai.jp


